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研究成果の概要（和文）：　19世紀末にウェッブ夫妻が設立したロンドン政治経済大学は，ケンブリッジ大学の
分析的経済学と比せば，歴史・実証的な方法論を持っており，オクスフォード大学との連携があった。本研究で
は，L.T.ホブハウス，R.H.トーニーらのオクスフォード出身者に着目しウェッブ，ベヴァリッジ，ロブソンらの
行政学とは別の「社会学」的経済思想の伝統に着目した。この伝統は後にティトマスらの社会行政学の互酬的社
会市場論に流れ込むが，「社会的自由主義」とも言うべきミル以降の人格陶冶論の伝統にあった。最終年にはこ
の分野の代表者，マイケル・フリーデン教授，ベン・ジャクソン博士との新プロジェクトへ向けての知見も交換
した。

研究成果の概要（英文）：　London School of Economics was founded in 1895 by the Webbs. Compared to 
the Cambridge University in which analytical economics was influential, earlier LSE's staff shared 
historical and empirical methodology and had strong connection to Oxford University. This study 
focused on L.T. Hobhouse and R.H.Tawney who graduated Oxford and had the chairs in LSE. I found that
 we can trace a tradition of 'Sociological' economics apart from the one of Public Administration 
associated to the names of the Webbs, Beveridge and Robson. Although this former tradition was to be
 absorbed into Social Administration school of Titmuss (reciprocal social market theory), the 
earlier version was a sort of 'socially oriented liberalism' which was on the stream of thought of 
J.S.Mill on the improvement of personality within a community. Michael Freeden and Ben Jackson of 
Oxford were most important predecessors in this field of study.   

研究分野： 福祉国家の経済思想史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 ロンドン大学政治学部（以下 LSE と略）
は，1895 年にフェビアン社会主義者のウェ
ッブ夫妻らが設立した大学として知られ，現
在では社会科学研究（本研究課題では経済学
研究，社会福祉研究に注目）などの最先端の
大学として有名である。研究代表者は長年に
わたって，ウェッブ夫妻の経済思想について
研究してきたので，彼らの設立した LSE と
彼らの経済・福祉国家思想との関わりについ
て知的関心が深められていった。LSE はハイ
エク，ロビンズらの保守党系の経済学者で有
名になり，他方で自由党進歩派（ニューリベ
ラル）や労働党系のホブハウス，トーニー，
ラスキなども擁していたために，左右で分裂
したイメージで語られることが多い。LSE 設
立に向けて，ウェッブ夫妻が込めたメッセ―
ジとは何か，それがどのように継承され，ま
た継承されなかったのか，を探ることはイギ
リス 20 世紀のインテレクチュアルヒストリ
ーを描くことでもある。 
 本研究に先立って，科研費研究「LSE の公
共政策論:20 世紀イギリスにおける行政学的
経済思想の系譜」（2007 年-2010 年）を行っ
ていた。LSE については，一橋大学経済研究
所名誉教授の西沢保氏による「商学」教育を
めぐる研究蓄積がある。それによれば，LSE
はバーミンガム大学のイギリス歴史学派ア
シュリーらとともに，イギリス産業衰退への
国家を巻き込んだ実践的戦略の拠点であり，
相対的にそうした要素の薄かったケンブリ
ッジ大学との対抗関係にあったとされてい
る。本研究では，こうした西沢教授による研
究成果を踏まえた上で，商学とともに行政学
をめぐる伝統に着目したことになる。具体的
には，創設者のウェッブ夫妻から H.ファイナ
ー，ベヴァリッジ，ロブソン，エイベル＝ス
ミスらへ至る行政学の系譜を追跡した。分か
ったことはウェッブ夫妻の福祉経済思想の
本質は，現代で言えば，プリンシパル・エー
ジェント理論に代表される新制度派経済学
などに近く，そうした知見を元にして，制度
設計によって，巨大な福祉国家機構を動かし，
それとともに市場経済社会を制御していく
思想であったことだ。具体的には，公営企業
や行政機構の議会による有効なガバナンス，
補助金統制などが代表であった。ただしこう
したウェッブ夫妻の主張は，ホブハウス，ホ
ブソンらのニュー・リベラリズムから「官僚
主義的」であるとの批判をされてきた。こう
した官僚主義としてのウェッブ夫妻批判は，
同じく LSE にイギリス初の社会学教授とし
て所属したニュー・リベラリズムの論客 L.T.
ホブハウスらによってなされた。社会主義に
対する自由主義からする批判であると考え
られてきたが，研究の進展とともに，同じく
福祉国家を指向した同一研究サークル内部
での方法論，視座，研究対象の差異によるも
のではないかという知見を得た。こうした知

見をもとに，ホブハウスらの社会学全盛期
（主にエドワード期）から，トーニー（戦間
期）さらには，近年社会的市場論として注目
を集めているティトマス（二次大戦後）へと
パースペクティブを拡大し，ウェッブ夫妻の
伝統にある行政学とこうした「社会学的経済
学」との拮抗関係を描く必要が出てきた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の具体的な目的はこうである。すな
わち，ウェッブからファイナー，ベヴァリッ
ジ，ロブソンへと至る行政学は，基本的には
性悪説的な人間把握に基づき，ベンサム以降
の伝統のある制度設計によって社会全体の
福祉国家機構の円滑な動き，国民経済の効率
化，市場とは別個の資源配分などを目指して
いたが，これらの各論者は同時に，福祉国家
の目的を，公共性のもとでの各人の「進歩」
という点からも考察しており，こうした福祉
国家のもとにおける人間進歩の可能性につ
いて，本格的に研究をしたのが，ホブハウス，
トーニーらのオクスフォード派の経済学者
であったのではないかという作業仮説をも
とに，その実像を探ることである。 
 さらに，LSE とオクスフォード大学とのコ
ネクションについて明らかにすることであ
る。すでに LSE とオクスフォードの人的コ
ネクションの強さについては，1895 年の大
学設立段階から，イギリス歴史学派のヒュー
インズを擁立するなど，カディッシュ，クー
ト，西沢氏らによって商学とならんで帝国・
保護主義というキーワードのもとで語られ
てきた。しかし，本研究では，従来研究が見
過ごしてきた，「社会学」あるいは「社会学
的経済思想」について，ホブハウス，トーニ
ーの２名に注目した。具体的にはこの２人は，
オクスフォード大学出身であり，ベリオルカ
レッジの T.H.グリーンのイギリス理想主義
の薫陶を受けながら，ニュ－・リベラリズム
（ホブハウス），社会的平等論（トーニー）
など自己の理論を確立していった。従来研究
では，同じくオクスフォード大学のマイケル
フリーデン名誉教授（Michael Freeden1978 
New Liberalism: an Ideology of Social 
Reform『新自由主義：社会改革のイデオロギ
ー』，Michael Freeden 1986, Liberalism 
Divided『分裂した自由主義』）によって，ニ
ュー・リベラリズムのホブハウスとトーニー
らの社会主義者とのリベラル的連続性につ
いて先駆的な評価がなされていたことが分
かってきた。これらの先行研究に学びながら，
LSE における社会的経済学の系譜を明らか
にすることが目的である。  
 
３．研究の方法 
 
 文献研究，イギリスを含めた図書館におけ
る資料研究の方法をとった。図書の例として，
基本文献だけについて具体的に列挙すれば，



ウェッブ夫妻（Industrial Democracy『産業
民主制論』1897，Methods of Social Study
『社会調査の方法』1932），ホブハウス
（Liberalism, 『自由主義』1911，Social 
Evolution and Political Theory, 『社会進
化と政治理論』1911 年），トーニー（The 
Acquisitive Society, 『 獲 得 社 会 』，
Equalitym,『平等論』），ベヴァリッジ
（Uemployment『失業論』1911 年），ティトマ
ス（The Gift Relationshiop『贈与論』）ら
の一次文献に加えて，ダーレンドルフ（LSE, : 
A History of the London School of Economics 
and Political Science 1895-1995, 1995）, 
ベン・ジャクソン（Ben Jackson 2007, 
Equality and the British Left: a Study in 
Progressive Political Thought, 1900-64）
などの最新の研究成果を用いて研究を行っ
た。 
 先述のフリーデン教授の問題提起には，ニ
ュー・リベラリズムの思想展開が 19 世紀末
のダーウィン，スペンサーらを代表とする
「生物学，進化論」に影響されているという
ことであった。本研究ではこうした研究に学
びながら，そこにおける生物学との関連性に
ついて思考を深めることにした。具体的には
ボウラーらによる生物学とインテレクチュ
アルヒストリーをめぐる諸研究にも着目し
た。またトーニーについては，ロス・テリル
の伝記をはじめとして，第一次大戦前後のイ
ギリス社会経済思想をめぐる多くの二次文
献を活用した。本研究課題の最終年度にはオ
クスフォード大学に長期滞在し，ベリオルカ
レッジ，ボドリアン図書館，LSE 図書館など
でのアーカイブ研究を行った。 
 
４．研究成果 
 
 LSE 設立者であるウェッブ夫妻の経済思想
を，第二次大戦後も含めた政治経済思想への
継承関係の中で確認するにあたって，広い歴
史文脈の中に位置づける作業としてスウェ
ーデン福祉国家と比較した意味でのケイン
ズ＝ベヴァリッジ型イギリス福祉国家の特
殊性を，国際均衡重視（スウエーデン）vs 内
需重視政策（イギリス）との対立と整理した。
そのことで，戦後イギリス福祉国家における
基本問題，すなわち所得政策とポンド防衛の
必要性の存在に着目することができた。基本
的にこの構図は，1970 年代まで保持されたと
みなしうるから，LSE の福祉経済思想の背景
として，まず前提をこのように置くべきであ
ることに気づくことができた。具体的な成果
としては，論文（２），学会発表（２），（４），
（５）として発表した。 
 さらに，ウェッブ夫妻を，イギリス経済思
想史の流れの中で，アルフレッド・マーシャ
ル，ピグーのケンブリッジ学派，アシュリー
などのイギリス歴史学派との比較を行った。
研究成果については，図書（１）あるいはそ
の英語版を国際学会での（学会発表（１））

をはじめとして公表した。英語論文について
は海外雑誌への投稿を準備中である。 
 さらに，J.A.ホブソン，ホブハウス，リッ
チー，ボザンケらのニュー・リベラリズムの
福祉思想についても，外観的な比較考察を行
うことで，LSE の，R.ティトマス，T.H.マー
シャルにおける社会理論の素地（楽観的社会
進化論）についての感触を手に入れることが
できた。そのことで，19 世紀の T.H.グリー
ンの理想主義思想の継承の仕方に，ニュー・
リベラリズムにおける自由主義的な問題軸
ではなく，LSE における福祉国家的な問題軸
への移動が見られるのではないか，という作
業仮説を手に入れることができた。研究成果
は（学会発表（３）（６））として発表した。 
 ホブハウスはニュー・リベラリズムの代表
者として，いわゆるリベラル・リフォームの
社会保険構想に賛同したものと漠然と理解
されてきたが，実は，グリーン以降のイギリ
ス理想主義哲学の影響下で H.スペンサーの
社会進化論を継承した後に，独自のスタンス
を取っていたことが分かった。具体的には，
ウェッブ夫妻らの『救貧法少数派報告』にお
ける公的扶助論に対し，扶助の権利性を重視
していたことが分かった。しかし，扶助にお
ける権利性を重視するにあたって，彼ら独自
の福祉社会論，すなわち自由主義的な社会進
化論がベースにしかれていたことが重要で
ある。ホブハウスは，いわゆる T.H.マーシャ
ル的な市民権，社会権を重視したのではなく，
むしろミニマム保障に抑止的な利用制限を
課すことが，自立の妨げ，市民的公共善への
進化の妨げになると主張していた。この裏に
は，非常に予定調和的な公共善への到達経路
が示されており，そのことはグリーンの自由
主義的な継承者としてのホブハウスの一面
を表し，同時にホブハウスにおける公共性へ
の楽観を表している。このことは，直接的に
ではないが，ＬＳＥにおける社会市場論の展
開においても一つの画期であり，とりわけ
R.H.トーニーのような人物を含めた社会認
識へと継承されていった可能性がある。 
 研究の途上で，リベラル・リフォームのイ
デオローグであると漠然に理解されてきた
ホブハウスに，実はウェッブ夫妻ら少数派報
告との近似性が見られることが次第に明ら
かになってきたことは本年度の成果として
意義がある。具体的には，ホブハウスはベヴ
ァリッジらの社会保険的（水平的再配分）で
はなく，累進所得税，公的扶助のような垂直
的再配分において，ウェッブ夫妻ら少数派報
告と近似性がみられた。ただし，その場合の
類似点のロジックは，本研究の主要テーマで
あるウェッブ夫妻流の行政学においてでは
なく，トーニー，ティトマスらに続くような
社会市場論に近いものであったことが具体
的に分かってきた。ホブハウスは，近代社会
における富には，社会的要素が含まれており，
これを補うには市場による再配分のみでは
非効率であり，国家を含めた様々な社会レベ



ルにおける再配分が必要であることを主張
していた。キーワードは「機能」であり，こ
れはトーニーら後の倫理的社会主義者など
の社会的市場論の先駆であると見ることが
出来る。研究成果としては（論文（１））が
これである。 
 さらにホブハウスの社会学的経済思想の
根源を探るにあたって，T.H.グリーンのイギ
リス観念論哲学の影響を追跡する作業を続
行すると同時に，H.スペンサーの社会進化論
のイギリスにおける社会科学者への受容過
程についても考察を行った。特に，ダーウィ
ンの『人間の由来』における進化と社会との
関係性を視野に入れることで，従来の，「社
会ダーウィニズム的スペンサー理解」に大幅
な修正が必要であること，その上で，ホブハ
ウス，リッチーらとの比較を行い，また付随
してティトマスらのＬＳＥ福祉社会構想（社
会市場論）の先駆としてのホブハウスに着目
してきた。彼のニュー・リベラリズムにおけ
る官僚主義批判の論拠についての課題が残
った。フリーデンらの先行研究によれば，進
化論に基づく独自の自由論がカギであるこ
とが次第に判明し，最終年度はこれに集中し
て研究を行った。ホブソンについても同時に
文献収集しながら，ニュー・リベラリズムの
自由論と進化論についての考察を深め，ミル，
グリーン，スペンサー，ホブハウスの相互の
位置関係に気付くことができた。研究論文に
ついては８割完成という形であり，2016 年度
の成果発表を予定している。なお，研究の過
程でオクスフォード大学のベン・ジャクソン
博士との直接的協力関係の構築によって，
R.H.トーニーの機能的社会把握においても，
ホブハウスの経済思想が大きく影響を与え
ていることが判明した。具体的な成果につい
ては，草稿は完成しており，2017 年度下半期
に大学紀要に投稿予定である。 
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